
 

南南多多摩摩保保健健医医療療圏圏地地域域保保健健医医療療福福祉祉フフォォーーララムムののここれれままででのの取取組組とと

今今後後のの展展開開ににつついいてて  

南多摩保健医療圏 

実 施 年 度  開始  令和７年度   終了（予定） 令和７年度 

背 景 

当圏域独自の取り組みである「地域保健医療福祉フォーラム」（以下「フォーラ

ム」とする。）は、南多摩保健医療圏域内で働く保健・医療・福祉関係者が、日頃

の取組の発表や意見交換を通じて、相互理解と連携強化を図ること、また、人材育

成に寄与することを目的として、開催を重ねてきた。平成１２年度に開始以降、令

和６年度で２５回目を迎える取組であり、現在は八王子市保健所、町田市保健所と

の共催により開催している。 

これまで会場の参加者にはアンケートを実施しているが、発表者へのインタビュ

ーや２５年間の取りまとめは実施しておらず、開催会場の地域も八王子市に限定さ

れていた。今後もフォーラムを充実・発展させていくために、これまでの本事業の

検証を行う必要がある。 

目 標 
 過去２５年間の実施状況を振り返り、演題の傾向や特徴、発表者の職種の傾向等

を検証するとともに、令和７年度の開催で実施方法等を工夫し、今後の事業展開を

探る。 

事 業 内 容 

○○  ここれれままででのの発発表表内内容容、、実実施施結結果果等等のの取取りりままととめめとと分分析析  

  発表内容の特徴、参加者数の推移、発表者を輩出する施設の傾向等を明らかに

し、今後のフォーラムの運営に反映させる。 

○○  発発表表者者・・関関係係者者へへののイインンタタビビュューーのの実実施施  

  演題登録の多い施設の関係者にインタビューを行い、フォーラムで発表する目

的や意義を明らかにする。 

○○  開開催催会会場場のの地地域域変変更更  

  第 1 回開催以来、八王子市の会場を使用してきたが、今回町田市の会場に変更

することで、参加者や発表者にどのような変化が出るのかを確認する。 

○○  基基調調講講演演のの実実施施  

  フォーラムでは会場での演題発表と質疑応答を行ってきたが、今回、都の保健

医療施策に関する情報提供を行う目的で基調講演を実施した。 

○○  動動画画配配信信のの実実施施  

  当日会場に参加できない方々のために、初めてアーカイブ配信を実施した。 

評 価 

○ 参加者数は平成１２年度から令和元年度まで１００人を超えていたが、平成２

７年度をピークに減少傾向である。また、発表者を輩出する施設は当初は医療機

関が半分以上を占めていたが、平成２４年度に福祉事業を対象に加えて以来、福

祉施設、市（福祉）の割合が増加し、多様な演題が発表されるようになった。 

〇 発表者の属する組織の意見として「職場での取組を伝える場であり学会とは違

いハードルが低くてよい」「若手職員に発表させるなど人材育成の場として活用

している」「保健・医療・福祉と多様な領域において皆で情報交換をする場こそ

がフォーラムの意味であり、それぞれの取組を知ることで連携につながると思

う」等があった。 

〇 町田市の会場に変更したことにより、町田市に所属する施設からの参加者が一

番多くなった。 

〇 基調講演では地域医療における２０４０年に向けた課題と取組について情報

共有を図ることができた。 

〇 動画配信の案内は圏域内の保健医療福祉施設４０８か所に送付したものの、演

題等計１８パートの再生総数は合計で３０８回であった。 

問 合 せ 先 
南多摩保健所 市町村連携課 企画調整担当 

電話 ０４２－３７１－７６６１ FAX ０４２－３７５－６６９７ 

E-mail S1153205＠section.metro.tokyo.jp 
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１ 事業背景 

南多摩保健医療圏地域保健医療福祉フォーラム（以下、「フォーラム」とする。）は、圏域内で働

く保健・医療・福祉関係者が、日頃の取組の発表や意見交換を通じて、相互理解と連携強化を図る

こと、また、人材育成に寄与することを目的として開催している。フォーラムは、八王子市保健

所、町田市保健所、南多摩保健所の３保健所が共同開催で実施しており、南多摩保健医療圏独自の

取組である。令和２年度から令和４年度まではコロナ禍の影響により誌上開催としたものの、平成

12 年度から始まったフォーラムは、令和７年度で第 26 回目を迎えた。 

 

２ 事業目標 

今後、よりフォーラムを充実・発展させていくた 

めに、これまでのフォーラムを振り返り、取りまと 

めるとともに、令和７年度のフォーラムにおいて新 

たな取組を行う。 

 

３ 事業内容 

＜＜平平成成 1122 年年度度かからら令令和和６６年年度度ままででのの振振りり返返りり＞＞    

（（１１））演演題題とと国国やや都都のの動動ききととのの関関連連ににつついいてて  

フォーラムで発表される演題は保健・医療・福 

祉など多分野にわたり、学術的なものから各機関 

 での日常的な取組まで、その内容はバラエティー 

に富んでいる。これまで発表された演題の傾向と 

国や都の動きとの関連等を調べた。 

（（２２））参参加加者者数数のの推推移移  

フォーラムの目的の一つは人材育成であり、参 

  加者が会場にて発表内容を聴講することに加え質疑 

  応答に参加することで、知識や気づきを得られるため、より多くの参加が望まれる。 

そこで、これまでの参加者数と傾向を調べた。 

（（３３））発発表表機機関関数数のの推推移移  

演題登録にエントリーする機関は病院や特別養護老人ホーム、訪問看護ステーション、行政な

ど多岐にわたるが、これまで発表機関にどのような傾向があるのかについて、振り返る機会が無

かった。演題発表区分や演題募集先の見直しの参考とするため、発表機関の推移を調べた。 

＜＜令令和和 77 年年度度（（第第 2266 回回））のの取取組組＞＞    

（（１１））アアーーカカイイブブ配配信信のの実実施施  

これまでのフォーラムは原則会場開催のみであったが、参加者からの要望等があり、今回はア

ーカイブ配信を行った。動画配信の実施により、再生回数や動画視聴後のアンケートの結果をと

りまとめた。 

＜会場の様子＞ 
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（（２２））基基調調講講演演のの実実施施  

平成 26～28 年度のフォーラムにおいて、地域包括ケアの推進を主なテーマとして、厚生労働省

の担当者や圏域内で地域包括ケアを実践している関係機関からの基調講演を実施している。令和 7

年度においても、参加者にとって有益な情報提供を目指すべく基調講演を実施した。 

（（３３））発発表表者者へへののアアンンケケーートトやや関関係係者者へへののイインンタタビビュューーのの実実施施    

参加者へのアンケートは毎回実施していたが、発表者を対象としたアンケートは実施してこな

かった。そこで、令和７年度の発表者にアンケートを行うとともにこれまで多くの演題を多く登

録していただいている機関へインタビューを行い、フォーラムの意義や演題募集する際の工夫に

ついて確認した。 

（（４４））会会場場のの変変更更  

フォーラムはこれまで八王子市に所在する会場にて開催してきた。南多摩保健医療圏は、八王

子市、町田市、日野市、多摩市、稲城市の５市で構成されている。関係機関にとって演題を発表

しやすい環境を確保するため、令和７年度は町田市内の会場を使用して実施した。 

 

４ 調査結果と考察 

（（１１））演演題題のの傾傾向向ににつついいてて  

フォーラムでの発表演題の中には、各機関における日頃の取組を題材にしているケースもある

が、一方で、時代背景や国や都の新たな制度に応じた発表を行うケースもある。ここでは代表的

な出来事３点に絞って振り返る。 

まず、平成 23 年３月 11 日に発災した東日本大震災の後には次のような演題が発表された。 

   

次に、平成 27 年度には介護保険法が改正され、医療と介護の連携や地域包括ケアシステムの構

築が位置付けられるなど、地域に関わる重要な動きがあった。これを受けて、フォーラムにおい

ては、地域包括ケアの推進を地域で実践する機関からの報告が多くあった。 

最後は令和２年度年度から令和４年度まで、誌上開催にて実施したフォーラムである。この３

年間は新型コロナウイルス感染症に対してどのような取組を行ったかなどについて原稿を募集し

た。各年度とも、病院、保健所、市役所、医師会、訪問看護ステーション、特別養護老人ホーム

等幅広い機関から、演題が提出された。 

フォーラムでは、地震等の災害、保健医療福祉に係る国の大きな動き、新型コロナウイルス感

回 年度 演題名 発表機関

医療依存度の高い在宅難病療養者の支援
～東日本大震災と計画停電対応を振り返る～

八王子市保健所

地域中核病院における災害対策への取り組み
～院内連携による非常時の対応～

町田市民病院

計画停電マニュアルの作成にあたって 八王子消化器病院

災害時等における「食に関する危機管理連携会」の役割 八王子消化器病院

岩手県宮古市での保健師派遣業務について 日野市健康福祉部健康課

Part12 平成23

Part13 平成24
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染症等の世界的なパンデミックなど、そのトレンドに沿った演題が発表されてきた。 

（（２２））参参加加者者数数のの推推移移  

参加者の推移はグラフのとおりである。平成 12 年度は 104 名の参加者があり、平成 21 年度ま

でを見ると 158 名までの間で推移している。平成 22 年度は 127 名、ピークは平成 27 年度の 216

名となっており、集合形式での開催が復活した令和５年度は 75 名、令和６年度は 98 名の参加と

なっている。（なお、令和２年度から４年度までは誌上開催となったため、グラフから除外してい

る。） 

  

  

（（３３））発発表表機機関関数数のの推推移移 

      発表機関数の推移はグラフのとおりである。平成 21 年度までは病院等医療機関からの演題登録

が多い。病院の種別は総合病院もあれば精神科病院もあった。平成 22 年度は病院からの演題登録

が 13 件あったが、徐々に減少し続け、令和６年度は３件となった。 

 

一方で、福祉施設や行政の福祉部門からの演題登録が増加した。平成 24 年度から名称を従前の

「地域保健医療フォーラム」から「地域保健医療福祉フォーラム」へと変更し、地域包括ケアシス

テムの取組をフォーラムのテーマの一つと位置付けたことも増加の一因と考えられる。 
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（（４４））アアーーカカイイブブ配配信信のの実実施施  

令和 7 年度はフォーラム終了後、配信用データに基づきアーカイブ配信を実施した。 

    〇配信期間：令和８年３月２日～３月 22 日  〇配信案内送付先：408 件 

   また、動画視聴後のアンケートも実施した。視聴回数は合計 341 回となったものの、１演題当

たりの視聴回数は一番多い演題（「若年層の市販薬等オーバードーズ防止と自殺総合対策の実

施」）で 28 件であった。 

   視聴後のアンケートは 15 件で、15 件中 13 件は「当日会場に参加していない」と回答した。 

動画視聴の理由は、「都合のいい時に視聴できるため」が８件、「動画視聴の案内で初めてフォー

ラムの開催を知ったため」が４件、「都合で会場参加できなかったため」が４件であった。 

（（５５））基基調調講講演演のの実実施施  

令和 7 年度のフォーラムでは、「地域医療における 2040 年に向けた課題及び取組について」を

テーマに医療政策部に講演を依頼した。85 歳以上人口の増加とそれに伴う救急搬送の増加、医

療・福祉人材の確保など、地域医療において 2040 年に向けた課題は大きい。参加者へのアンケー

トにおいても、「2040 年の地域医療構想の話が聞けて良かった」との回答もあり、都の医療政策の

内容を参加者に共有することができたと思われる。 

（（６６））発発表表者者へへののアアンンケケーートトやや関関係係者者へへののイインンタタビビュューーのの実実施施  

発表者からのアンケートでは、19 名中 16 名の回答があった（回答率 84.2％）。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●発発表表をを通通じじてて良良かかっったたとと感感じじたたこことと  

 

・ 活動内容を広く知ってもらうきっかけとなった。 

・ これまでの取組を整理、振り返る機会となり、今後の業務に活かせる点が明確になった。 

・ 発表準備を通じて、業務内容への理解を改めて深めることができた。 

 

などの感想があり、知ってもらえることでの達成感や業務改善に向けての気づきが得られたな

ど、発表者にとって十分なメリットになったものと思われる。 

●●発発表表ににああたたっってて、、困困難難にに感感じじたたこことと  

 

・ 言いたいことをコンパクトにまとめるのは難しいと痛感した。 

・ 発表時間が９分だと難しかった。15 分くらいあるとありがたい。 

 

などの感想があり、発表時間の短さが困難に感じた理由としてあげられていた。 

●●そそのの他他のの意意見見  

 

・ より気軽に意見交換ができる雰囲気作りが必要だと感じた。 

・ 身近な小さな困りごとであっても、地域全体で考え実行する取組に目を向けてもらいたいと

考え、発表に至った。今後もこのような発表の機会があれば参加したいと感じた。 

 

などがあり、今後の演題に係るテーマを選定する上で参考になる内容であった。 
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   今回、例年演題登録を行っている２機関を選び、フォーラムをどのように活用しているのかな

どを聴くために関係者にインタビューを実施した。 

（（７７））会会場場のの変変更更  

令和７年度は町田市の会場で実施したところ、所属所在地が町田市の施設からの発表者や参加

者が増加した。これまでは八王子市のみで行ってきたが、他市に所在する施設の方々が演題登録

や聴講しやすい環境を整備するためにも、会場の所在地を検討する余地があると思われる。 

 

 

５ 今後の展開に向けて 

長年継続し、圏域内に定着しているフォーラムについては、これからも保健医療福祉と幅広い分

野において演題募集を行っていく。演題は引き続き学術的な内容だけでなく、各機関における身近

な活動報告についても発表を促していく。 

基調講演は有意義であるが、演題登録が多くある場合は発表時間の制約が生じてしまうため、年

度によって実施の必要性を判断していく。会場の所在地については、圏域内の保健医療福祉従事者

が少しでも参加しやすい環境にするために、毎回会場が所在する市を変えて実施する。 

アーカイブ配信のニーズはあると考えられるが、予算等の運営上の課題もあるため、代替手段も

含めて、関係者のニーズに応えるフォーラムのあり方について検討を行っていく。 

今回の検証結果を踏まえて、フォーラムについてよりＰＲを図り、圏域内の人材育成に引き続き

寄与するとともに、保健・医療・福祉人材の分野横断の相互理解と連携について、一層の推進を図

っていく。 
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【参加者所属所在地内訳】

＜＜ＡＡ施施設設（（公公立立病病院院））＞＞  

・ 現在管理業務に従事している職員がスタッフの時代

に発表しており、フォーラムは人材育成に活用できて

いる。 

・ 各種学会は査読があり、活動報告を学会で発表する

のは難しい。加えて、学会は学会費を払う必要がある

が、フォーラムはそれが無いのでハードルが低い。 

・ 職場での取組を伝える場として発表している。発表し

た職員に対して感想を聞くと、「こんな質問があった」

などの報告があり、自分たちの活動が認められてい

ると感じているようで、それによりモチベーションも高

まっている。 

＜＜ＢＢ施施設設（（民民間間病病院院））＞＞  

・ 自分たちが普段取り組んでいる

ことを公の場で話して聴講者の

反応を見る。そして改善すべきか

どうかを振り返る。そこにフォーラ

ムに（発表者として）参加する意

義がある。 

・ 若手にとって他では発表する機

会が無いので、勉強のために行

っている。発表したことのない人

を対象にしている。 

− 16 − − 17 −

南

多

摩


